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日 時：2014 年 ７ 月 13 日（日） 

１回目  ９：３０～１２：１０ 

２回目 １３：００～１５：４０ 

場 所：福山市人権交流センター ホール 
（福山市佐波町 262-3 ℡084-951-5700） 

ストーリー 

天草の地方紙記者･遠藤(松雪泰子)が長岡を訪れたことには幾つかの理由が

あった。ひとつは中越地震の体験を経て，2011 年３月 11 日に起きた東日

本大震災に於いていち早く被災者を受け入れた長岡市を新聞記者として見つ

めること。 

そしてもうひとつは，何年も音信が途絶えていたかつての恋人･片山健一(髙

嶋政宏)からふいに届いた手紙に心惹かれたこと。山古志から届いた片山の手

紙には，自分が教師を勤める高校で女子学生・元木花(猪股南)が書いた『まだ

戦争には間に合う』という舞台を上映するので玲子に観て欲しいと書いてあ

り，更にはなによりも「長岡の花火を見て欲しい，長岡の花火はお祭りじゃな

い，空襲や地震で亡くなった人たちへの追悼の花火，復興への祈りの花火なん

だ」という言葉が強く胸に染み，導かれるように訪れたのだ。 

こうして 2011 年夏。長岡を旅する玲子は行く先々で出逢う人々と，数々

の不思議な体験を重ねてゆく。そしてその不思議な体験のほとんどが，実際に

起きた長岡の歴史と織り合わさっているのだと理解したとき，物語は過去，現

在，未来へと時をまたぎ，誰も体験したことのない世界へと紡がれてゆく。 

上映時間 160分 

「長岡映画」製作委員会  HPより 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                 

 

 

                         

実施日 2014 年度人権交流センター事業案内 

７月１３日(日) 

１回目 ９:30～ 

２回目 13:00～ 

ヒューマンシネマサロン 映画「この空の花」長岡花火物語 

世界中の爆弾が花火に変わったら，きっとこの世から戦争はなくなる。 

９月１４日(日) 

13:30～（予定） 

人権講演会 「子どもの人権」（仮称） 

講師：白梅学園大学学長 汐見 稔幸さん 

 

実施期間 2014 年度人権交流センターロビー展示 

4 月 21日(月) 

～ 

５月 30日(金) 

「アンネ・フランクの生涯」 

第二次世界大戦中のヨーロッパで過酷な時代を生き，15 歳９ヵ月で亡くな

ったアンネ・フランクさんの生活を肌で感じていただき，「命・平和の大切さ」

を紹介します。 

６月  ６日(金) 

～ 

７月 ４日(金) 

「人権尊重のまちづくり」 

        市民の人権意識，特に同和問題等に関する意識の現状を 

         把握し，市民啓発や人権教育を進めていくうえでの福山市 

における成果・課題を紹介します。 

 

７月 ９日(水) 

～ 

８月２９日(金) 

「オキナワ」 

太平洋戦争で，日本で唯一地上戦が行われ，多くの民間人や兵士の尊い命が

失われました。「戦争は最大の人権侵害である」，二度と戦争をしない・させな

いために，平和について学べるパネル展示です。 

 

福山市人権平和資料館企画展 

絵で語る『子どもたちの太平洋戦争』 
 
 

 岡田黎子（画集の作者）さんは，自らの学童期の戦争体験を“語り 

画集「子どもたちの太平洋戦争」（文芸社）”として出版されました。 

 画集には，当時の子どもたちの学校生活や国民が戦時体制に組み込まれていく様子が，子どもの

目と体験を通じて，優しい語り口で幻想的に描かれています。 

 国民が経験した戦時中の苦しい生活を語り継ぐこの画集を，多くの子どもたちに見てもらいたい

と考え，パネルにして紹介します。 

期   間：６月６日(金)～７月３１日(木)  開館時間：9：30～17：00（ただし入館は１６：３０まで） 

休 館 日：毎週月曜日（祝日・振替休日の場合は翌日） 

入 館 料：個人 100円 団体（20名以上）80円，高校生まで，65歳以上，障がい者及び介護者は無料 

主  催：福山市人権平和資料館（福山市丸之内一丁目 1番 1号） 

  

出征兵士～小学校 2 年生 


